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６
月
２８
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
、

岡
山
天
神
山
プ
ラ
ザ
で
標
記
の
展

示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
岡
山
き
り
え
の
会
（
事
務
局
は

横
谷
敦
子
方
）
が
主
催
し
て
い
ま

す
。
日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は

協
賛
団
体
と
し
て
参
加
し
、
展
示

会
の
案
内
な
ど
で
協
力
し
て
い
ま

す
。 私

は
、
横
谷
さ
ん
が
当
番
の
２
日

に
参
観
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
竹
内

宜
子
さ
ん
も
受
付
に
お
ら
れ
、
今

岡
さ
ん
（
中
国
帰
国
者
で
日
中
岡

山
の
理
事
）
か
ら
借
り
て
い
る
「
中

国
剪
紙
の
十
二
佳
生
肖
」
を
見
せ

日
中
友
好
協
会
第
６５
回
大
会

が
６
月
１１
日
、
１２
日
の
両
日
に

東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
９
月
に
制
定
さ
れ
た

「
戦
争
法
」
の
理
由
の
中
に
安
倍

首
相
は
中
国
脅
威
論
を
も
ち
だ

し
ま
し
た
。
今
こ
そ
日
中
友
好
運

動
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
の
活
動
で
は
戦
争
法
の

廃
止
を
求
め
る
２
０
０
０
万
人
統

一
署
名
で
は
協
会
目
標
１０
万
筆

の
達
成
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
全
国
で
盧
溝
橋
事

件
、
柳
条
湖
事
件
の
宣
伝
も
行
い

ま
し
た
。
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
、

中
国
語
講
座
、
日
本
語
教
室
を

留
学
生
の
日
常
生
活
と
向
き
合
っ

て
、
身
元
保
証
人
、
病
気
に
な
っ

た
時
の
世
話
、
ビ
ザ
の
切
り
替
え

の
手
伝
い
等
を
し
て
き
た
。
」
な
ど

の
報
告
も
。
一
過
性
の
付
き
合
い

で
な
く
、
日
常
に
寄
り
そ
っ
た
つ
き

あ
い
が
必
要
だ
ろ
う
。
「
研
究
・
中

国
」
に
１
９
６
６
年
頃
か
ら
始
ま
っ

た
文
化
大
革
命
の
日
本
へ
の
輸
出

の
問
題
、
協
会
の
組
織
分
裂
の
策

動
で
３
０
０
人
を
こ
え
る
重
軽
傷

者
を
出
し
た
「
善
隣
学
生
会
館
事

件
」
が
載
っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い

う
わ
け
か
と
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
２
日
間
で
２
６
０
人
の
代
議

員
、
評
議
員
が
参
加
し
６６
回
大

会
に
向
け
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
決

意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 河

井
伸
士 

 

す
す
み
、
展
示
会
を
継
続
し
て
い

く
の
が
た
い
へ
ん
だ
そ
う
で
す
。 

日
中
岡
山
支
部
は
、
き
り
え
展

は
日
中
友
好
の
心
情
を
育
む
文
化

活
動
の
一
つ
と
し
て
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
協
賛
団

体
と
し
て
し
っ
か
り
協
力
し
て
い
き

た
い
。  

 
 

 
 

 
 

 

小
林
軍
治 

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
２
回

中
国
百
科
検
定
で
は
４
７
４
人
が

受
験
し
、
「
知
る
こ
と
か
ら
友
好

が
始
ま
り
、
深
ま
る
」
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国
者
支
援

活
動
、
太
極
拳
教
室
、
き
り
え
、

囲
碁
も
と
り
く
み
ま
し
た
。 

 

組
織
拡
大
運
動
で
は
２
年
続
け

て
会
員
増
と
な
り
ま
し
た
。
支
部

づ
く
り
も
前
進
し
ま
し
た
。
協
会

の
将
来
を
担
う
青
年
の
組
織
化

も
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。 

討
論
で
は
、
「
友
好
交
流
が
中

国
旅
行
や
中
国
大
使
館
、
領
事

館
な
ど
の
交
流
だ
け
で
は
な
し

に
、
日
本
で
生
活
す
る
中
国
人
や

た
と
こ
ろ
、
大
変
興
味
深
く
み
て
い

ま
し
た
。 

作
品
は
、
風
景
・
人
物
・
植
物
画

な
ど
多
彩
で
す
。
参
観
中
に
三
宅

麗
子
さ
ん
も
こ
ら
れ
、
４
人
で
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
年
一

回
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
場
で
再
会

し
、
太
極
拳
や
日
中
友
好
で
は
な

し
が
弾
み
ま
し
た
。 

作
品
で
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
の
「
流
れ

海
」
（
佐
々
木
ふ
さ
子
）
、
「
『
老
舗
』

鞆
の
浦
」
（
坂
元
千
恵
子
）
、
「
お
寺

の
中
庭
か
ら
」
（
竹
内
宜
子
）
な
ど

が
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

岡
山
き
り
え
の
会
も
高
齢
化
が

第
２９
回
岡
山
き
り
え
展 

―
年
一
回
の
再
会
が
楽
し
み
― 

 

左から小林、竹内、横谷、三宅さん 

日
中
友
好
協
会
第
６５
回
大
会 

 

二
つ
目
、
「
有
事
に
退
職
教
職
員

は
青
年
に
な
っ
た
」
と
の
表
現
。
比
喩

的
な
表
現
な
の
は
わ
か
る
が
、
運
動

〔
と
り
く
み
〕
を
活
発
に
す
る
の
は

“
若
者
”
と
い
う
思
い
込
み
が
意
識
の

奥
底
に
あ
る
か
ら
こ
う
い
う
表
現
が

生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
“
若
さ
こ

そ
善
”
と
い
う
意
識
が
あ
り
は
し
な

い
か
。
む
し
ろ
、
我
々
は
自
分
が
年

寄
り
で
あ
る
こ
と
を
素
直
に
認
め
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
老
い

も
若
き
も
手
を
携
え
て
安
倍
暴
走

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
運
動
に
総
が
か
り

で
と
り
く
ん
で
い
く
、
そ
の
意
識
こ

そ
が
自
然
な
あ
り
よ
う
だ
と
思
う

と
話
し
ま
し
た
。 

三
つ
目
、
『
教
え
子
を
再
び
戦
場

に
送
ら
な
い
』
の
誓
い
。
若
い
時
期
、

こ
の
言
葉
を
胸
震
え
る
思
い
で
聞
い

た
し
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
言
葉
に
導
か
れ
て
平

和
教
育
に
と
り
く
ん
で
き
た
。
し
か

し
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
運

動
で
は
、
正
直
こ
の
言
葉
が
色
あ
せ

て
み
え
た
。
戦
争
法
廃
止
を
求
め

る
運
動
高
揚
の
中
、
と
り
く
み
を

励
ま
す
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
い
ろ
い
ろ
生

み
出
さ
れ
た
。
マ
マ
の
会
「
ど
の
子

も
殺
さ
せ
な
い
」
、
こ
の
言
葉
に
は

参
っ
た
。
正
直
負
け
た
と
思
っ
た
。 

朝
鮮
戦
争
、
警
察
予
備
隊
・
保

安
隊
・
そ
し
て
自
衛
隊
結
成
・
増
強

に
対
す
る
た
た
か
い
に
は
、
「
教
え

子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
の
言

葉
が
最
高
の
励
ま
し
に
な
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
マ
マ

の
会
の
「
ど
の
子
も
殺
さ
せ
な
い
」

の
言
葉
と
比
べ
る
と
き
、
教
師
の
セ

ク
ト
主
義
・
狭
さ
を
感
じ
て
し
ま

全
退
教
第
２６
回
総
会
に
参
加
し
て 

２ 
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う
。
私
た
ち
退
職
教
職
員
は
、
２

０
１
４
年
・
１
５
年
・
１
６
年
・
・
・
と

つ
づ
く
た
た
か
い
に
相
応
し
い
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
ま
だ
生
み
出
せ
て
い
な

い
。
と
り
く
み
を
進
め
な
が
ら
新

た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
生
み
出
し
、

立
憲
主
義
を
と
り
も
ど
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
と
、
発
言
を
結
び
ま

し
た
。 

あ
る
意
味
、
み
ん
な
の
気
持
ち

を
削
ぐ
よ
う
な
発
言
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
参
加
者

は
拍
手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
感

謝
で
す
。 

小
川
澄
雄 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
２１
日
（木
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

曽田 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

 

て
来
た
。
兵
隊
に
行
っ
た
兄
は
帰

国
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

姉
よ
り
二
度
目
の
手
紙
が
。
日
本

の
援
護
局
に
一
時
帰
国
の
手
続
き

す
る
よ
う
に
。
身
元
保
証
人
に
は

な
る
か
ら
と
。 

１
９
８
１
年
９
月
、
彼
女
は
５０

才
だ
っ
た
。
長
女
（
２５
才
）
、
長
男

（
２２
才
）
を
連
れ
て
一
時
帰
国
。

姉
の
家
に
７
ヵ
月
滞
在
し
た
。
姉

の
娘
さ
ん
が
車
で
あ
ち
こ
ち
案
内

し
て
く
れ
た
が
、
コ
ト
バ
が
通
じ

ず
、
憂
う
つ
で
子
ど
も
は
、
早
く

中
国
に
帰
り
た
い
と
訴
え
て
い
た

と
言
う
。
帰
国
し
て
も
生
活
が
で

き
る
か
不
安
だ
っ
た
。 

そ
の
５
年
後
の
８６

年
、
彼
女

と
、
結
婚
し
て
い
た
長
女
夫
婦
３

人
が
永
住
帰
国
。
翌
年
、
夫
と
長

男
が
氷
住
帰
国
し
た
。 

 

４
２
日
間
監
禁
さ
れ
家
に
帰
れ
な

か
っ
た
。
心
配
で
夫
の
工
場
に
行

き
た
い
が
、
「
行
く
と
殺
さ
れ
で

も
」
と
思
い
行
け
な
か
っ
た
。
子
ど

も
２
人
が
見
に
行
っ
た
。
長
女
は
、

半
世
紀
も
経
つ
今
で
も
思
い
出
す

と
涙
が
止
ま
ら
な
い
と
語
っ
て
い

る
。 １

９
７
２
年
、
田
中
首
相
訪

中
。
日
中
の
国
交
が
正
常
化
し

た
。
７８
年
ご
ろ
、
日
本
に
帰
れ
る

と
い
う
こ
と
を
夫
の
弟
よ
り
知
ら

さ
れ
た
。
岡
山
県
の
援
護
課
宛
に

手
紙
を
出
し
た
。
住
所
を
覚
え
て

い
た
の
で
、
兄
と
姉
を
探
し
て
ほ
し

い
と
。 

ほ
ど
な
く
姉
よ
り
開
拓
団
入

植
前
に
撮
っ
た
家
族
写
真
（
５
月

５
日
号
に
写
真
掲
載
）
が
送
ら
れ

紛
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
「
文
化
大

革
命
」
。
こ
れ
は
、
毛
沢
東
が
５８

年
の
「
大
躍
進
」
政
策
の
失
敗
を

問
わ
れ
、
責
任
を
取
り
引
退
。
そ

の
後
に
起
こ
っ
た
権
力
闘
争
だ
っ

た
。
１０
年
続
き
、
死
者
４０
万
人
、

一
億
人
近
く
が
被
害
を
被
り
、
中

国
に
深
刻
な
経
済
の
停
滞
を
も
た

ら
し
た
。 

当
時
、
彼
女
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
タ
オ
ル
エ
場
で
働
い
て
い
た

が
、
み
ん
な
働
か
ず
、
朝
か
ら
集

会
が
あ
り
、
管
理
者
を
つ
る
し
上

げ
た
り
、
論
争
で
私
怨
も
入
り
、

い
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。 

残
留
邦
人
は
ス
パ
イ
に
見
ら

れ
、
尋
問
、
追
及
を
受
け
た
。
日

本
人
を
妻
に
持
つ
夫
は
、
当
時
、

工
場
長
だ
っ
た
の
だ
が
、
工
場
に
１

病
気
・
療
養
で
２
人
と
も
働
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
軍
か
ら
衣
食
住
が

保
障
さ
れ
、
わ
ず
か
だ
が
、
給
料

も
支
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、 

夫
は
、
健
康
が
回
復 

鉄
工
関
係

の
会
社
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

彼
女
も
、
体
調
が
戻
り
、
５８
年

か
ら
タ
オ
ル
工
場
で
働
く
よ
う
に

な
っ
た
。
長
女
、
長
男
を
授
か
り
、

親
子
４
人
で
２
人
の
子
を
自
転
車

に
乗
せ
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
映

画
に
行
っ
た
り
、
幸
せ
な
一
時
だ
っ

た
。 １

９
６
６
年
、
中
国
全
土
を
内

第３回中国百科検定 

―中国力で可能性を広げよう― 

中国百科検定とは 

中国語の能力ではなく、歴史・地理・政治・経済・社会・文化・教

育・スポーツなど多方面の知 

識を問う、日本でも極めてユニークなものです。 

●実施要項 

【試験日】2017年3月20日(月・春分の日) 

【試験時間】15：00～15：50（50分） 

【申込期間】2016年12月1日～2017年2月20日 

【受験コース・受験料】 

３級(ものしりコース) 3200円☆学生2000円 

２級(中国通コース) 4200円☆学生3000円 

１級(百科老師コース) 5200円☆学生4000円 

※各級の併願は出来ません。３級は合格していなくて 

も２級から受験することができます。１級の受験は 

２級合格が条件となります。 

試験実施都市 全国３０会場 

岡山会場：岡山国際交流センター５Ｆ 

●試験概要 

【出題内容】公式テキスト『中国百科』を基本範囲と 

して、地理、歴史、政治経済、文化の４分野から出題 

されます。(3級)少しでも中国に関心があれば持っていてほしい 

知識のレベル。『中国百科検定問題集』の中からほぼ 

全問出題される。 

(2級)中国に関心の深い人は持っていてほしい知識の 

レベル。『中国百科検定問題集』の3,2級をマスター 

し、できれば公式テキスト『中国百科』を熟読して受 

験準備されたい。 

(1級)中国事情に熟知していてほしい知識のレベル。 

『中国百科検定問題集』の1級を参考に、公式テキス 

ト『中国百科』をマスターして受験準備されたい。 

【問題形式】各級ともに全60問。4者択一のマーク 

シート方式。 

【合格基準】各級ともに正答率70％以上を合格とし 

ます。 

 

係
者
が
迎
え
て
く
れ
、
祝
福
の
花

束
も
も
ら
っ
た
。
市
役
所
に
招
か

れ
、
市
長
よ
り
ね
ぎ
ら
い
と
励
ま

し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
た
。 

市
営
住
宅
に
入
居
し
、
日
本
で
の

生
活
が
始
ま
っ
た
。 

現
実
は
、
厳
し
か
っ
た
。
大
き
く

立
ち
塞
が
っ
た
の
は
、
日
本
語
が
で

き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
中
国
邦
人

を
ケ
ア
す
る
国
の
「
自
立
支
援
法
」

が
な
い
時
だ
っ
た
。 

湯
口
和
三
さ
ん
が
、
帰
国
し
た

９６
年
に
は
広
島
支
援
セ
ン
タ
ー
で

日
本
語
の
教
育
や
日
本
の
習
慣

に
つ
い
て
、
研
修
が
行
わ
れ
た
。
わ

ず
か
４
か
月
と
い
う
短
い
期
間
だ

っ
た
が
。 

鴨
井
一
家
の
場
合
、
長
女
の
夫

は
い
き
な
り
職
業
訓
練
学
校
に
入

学
し
、
１
年
間
技
術
の
習
得
に
務

め
卒
業
。
あ
る
建
築
関
係
の
職
場

に
就
職
し
た
。
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
中
で
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
学
ん
だ
。
そ
の

苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と
。 

つ
づ
く 

 

趙
雅
静
と
し
て
生
き
る
２ 

 

療
養
生
活
の
中
で
、
一
つ
の
出

会
い
が
あ
っ
た
。
病
気
で
食
堂
に

行
け
な
い
時 

食
事
を
運
ん
で
来

て
く
れ
、
孤
独
な
彼
女
を
励
ま
し

助
け
て
く
れ
た
。
正
玉
祥
で
あ
っ

た
。
彼
も
、
東
北
出
身
で
、
肺
結

核
を
患
い
、
中
途
退
学
を
せ
ざ
る

を
得
な 

か
っ
た
“
同
病
相
憐
れ

む
”
が
２
人
を
引
き
寄
せ
た
よ
う

だ
。 そ

の
後
５６
年
、
２
人
は
結
婚
。 

新
郎
２７
オ
、
新
婦
２５
才
だ
っ
た
。

あ
る
中
国
残
留
婦
人
の
生
涯 

―
鴨
井
千
代
子
さ
ん
の
こ
と
― 

５ 

待
っ
て
い
た
冷
た
い
祖
国 

夢
ま
で
見
た
祖
国
、
岡
山
駅
新

幹
線
ホ
ー
ム
に
３
人
は
下
り
立
っ

た
。
「
歓
迎
・
帰
国
倉
敷
市
」
と
書

か
れ
た
幟
旗
を
持
ち
、
大
勢
の
関

１９８６年４月２５日、永住帰国 岡山駅新幹線
ホームにて歓迎の花束を受け取る。 


